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一
、
陶
詩
の
住
居
に
つ
い
て
の
先
行
研
究

陶
淵
明
詩
文
に
描
か
れ
た
住
居
に
つ
い
て
は
、
既
に
専
論
も
多
い
︒
近
年
で
は
増
野
弘
幸
氏
の
一
連
の
論
考
を
は
じ
め
、
陶
詩
の
住

居
は
単
な
る
背
景
で
は
な
く
、
作
者
陶
淵
明
の
心
情
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
の
研
究
が
主
流
と
な
っ

て
い
る（

１
）︒
筆
者
も
そ
の
よ
う
な
捉
え
か
た
自
体
に
は
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
個
々
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
ど
の

よ
う
な
心
情
と
結
び
つ
い
た
も
の
か
、
な
お
検
討
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
︒

さ
て
、「
帰
園
田
居
」
五
首 

其
一
詩
の
「
方
宅
十
余
畝
、
草
屋
六
七
間
」
句
は
、
作
者
陶
淵
明
が
そ
の
住
居
の
規
模
に
つ
い
て
具
体

的
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
り
、
彼
の
詩
文
に
お
け
る
住
居
が
論
じ
ら
れ
る
際
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
詩
句
で
あ
る
︒
し
か

し
な
が
ら
、
作
者
の
心
情
と
の
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
未
だ
充
分
に
検
討
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
︒

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
二
句
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
作
者
の
ど
の
よ
う
な
心
情
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い

て
考
察
し
た
い
︒

土

屋
　

聡

陶
淵
明
「
帰
園
田
居
」
五
首
に
お
け
る
住
居
に
つ
い
て

	

―
「
方
宅
十
余
畝
、
草
屋
六
七
間
」
句
を
中
心
に
―
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二
、「
方
宅
十
余
畝
」
句
の
従
来
の
解
釈

 
 

帰
園
田
居 

五
首 

其
一（
２
）

１ 
少
無
適
俗
韻　
　

少わ
か

く
し
て
俗
に
適か
な

ふ
韻 

無
く

２ 

性
本
愛
邱
山　
　

性 

本も

と
丘
山
を
愛
す

３ 

誤
落
塵
網
中　
　

誤
り
て
塵
網
の
中
に
落
ち

４ 

一
去
三
十
年　
　

一
た
び
去
り
て
三
十
年

５ 

羈
鳥
戀
舊
林　
　

羈
鳥 
旧
林
を
恋
ひ

６ 

池
魚
思
故
淵　
　

池
魚 
故
淵
を
思
ふ

７ 

開
荒
南
野
際　
　

荒
を
南
野
の
際
に
開
き

８ 

守
拙
歸
園
田　
　

拙
を
守
り
て
園
田
に
帰
る

９ 

方
宅
十
餘
畝　
　

方
宅 

十
余
畝

10 

草
屋
八
九
間　
　

草
屋 

八
九
間

11 

榆
柳
蔭
後
簷　
　

榆
柳 

後
簷
を
蔭お
ほ

ひ

12 

桃
李
羅
堂
前　
　

桃
李 

堂
前
に
羅つ
ら

な
る

13 

曖
曖
遠
人
村　
　

曖
曖
た
る
遠
人
の
村

14 

依
依
墟
里
煙　
　

依
依
た
る
墟
里
の
煙

15 

狗
吠
深
巷
中　
　

狗
は
吠
ゆ 

深
巷
の
中

16 

鷄
鳴
桑
樹
顚　
　

鶏
は
鳴
く 

桑
樹
の

顚
い
た
だ
き

17 

戸
庭
無
塵
雜　
　

戸
庭 

塵
雑 

無
く

18 

虛
室
有
餘
閒　
　

虚
室 

余
閒 

有
り

19 

久
在
樊
籠
裏　
　

久
し
く
樊
籠
の
裏う
ち

に
在
る
も

陶
淵
明
「
帰
園
田
居
」
五
首
に
お
け
る
住
居
に
つ
い
て
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20 

復
得
返
自
然　
　

復
た
自
然
に
返
る
を
得
た
り 

（
巻
二
）

義
煕
元
年
（
四
〇
五
）、
陶
淵
明
は
職
を
辞
し
て
帰
郷
し
、
翌
二
年
（
四
〇
六
）
に
「
帰
園
田
居
」
詩
五
首
を
制
作
し
た（

３
）︒

生
来
、
世
俗
と
調
和
す
る
性
格
で
は
な
か
っ
た
が
、
長
ら
く
官
僚
の
世
界
に
束
縛
さ
れ
て
い
た
︒
捕
ら
え
ら
れ
た
鳥
や
魚
は
も
と
い

た
林
や
川
を
忘
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
同
様
に
、
自
分
も
こ
う
し
て
故
郷
の
「
園
田
」
に
戻
っ
て
き
た
、
と
作
者
は
述
べ
る
︒
そ
し

て
問
題
の
「
方
宅
十
余
畝
、
草
屋
六
七
間
」
句
が
あ
り
、
そ
の
後
は
作
者
の
住
環
境
の
描
写
が
展
開
さ
れ
る
︒
こ
こ
で
先
行
す
る
主
な

注
釈
を
確
認
し
て
お
こ
う
︒
た
だ
し
、「
草
屋
六
七
間
」
句
に
つ
い
て
は
、
解
釈
に
特
段
の
相
違
は
な
い
た
め
省
略
す
る
︒

○ 「
方
宅
十
余
畝
」
は
、
宅
地
が
比
較
的
広
い
こ
と
を
言
う
︒『
晋
書
』
呉
隠
之
伝
に
「
数
畝
の
小
宅
、
内
外
に
茅
屋
六
間
あ
り
」
と
︒

晋
代
の
一
畝
は
現
在
よ
り
も
小
さ
い（

４
）︒ 

（
逯
欽
立
『
陶
淵
明
集
』）

○ 「
方
宅
」
は
方
形
の
住
宅
︒
こ
の
句
は
住
宅
の
敷
地
面
積
が
十
畝
あ
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
言
う
︒
按
ず
る
に
、
晋
代
の
一
畝
の
面
積

は
現
在
の
一
畝
ほ
ど
大
き
く
な
い（

５
）︒ 

（
唐
満
先
『
陶
淵
明
集
浅
注
』）

○「
方
」
は
方
円
︒
こ
の
句
は
宅
地
が
広
く
、
あ
わ
せ
て
十
畝
あ
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
言
う（

６
）︒ 

（
孫
鈞
錫
『
陶
淵
明
集
校
注
』）

○
上
句
は
家
屋
周
囲
の
園
圃
を
言
い
、
下
句
は
家
屋
を
言
う
︒「
方
」
は
方
円
、
周
囲（
７
）︒ 

（
袁
行
霈
『
陶
淵
明
箋
注
』）

○
方
宅
は
四
角
な
屋
敷（
８
）︒ 

（
斯
波
六
郎
『
陶
淵
明
詩
訳
注
』）

○ ︹
方
宅
︺
方
は
四
角
、
宅
は
宅
地
︒︹
十
余
畝
︺
畝
は
面
積
の
単
位
、『
詩
経
』
魏
風
の
詩
に
「
十
畝
の
間
、
桑
つ
む
者
閑
閑
た
り
」

と
い
い
、
鄭
箋
は
、
い
に
し
え
一
夫
に
百
畝
の
土
地
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
あ
ま
り
に
せ
ま
い
こ
と
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
宅
地
と

し
て
適
当
な
広
さ
を
い
う（

９
）︒ 

（
一
海
知
義
『
陶
淵
明
』）

○︹
方
宅
︺
四
角
い
家
の
敷
地
︒︹
十
余
畝
︺
一
畝
は
、
約
五
ア
ー
ル
の
広
さ）

（1
（

︒ 

（
都
留
春
雄
・
釜
谷
武
志
『
陶
淵
明
』）

○ ︹
方
宅
︺
四
角
な
宅
地
︒「
方
」
は
、
方
形
︒「
宅
」
は
、
宅
地
︒
家
屋
敷
の
敷
地
︒︹
十
余
畝
︺
十
畝
余
り
︒
一
畝
は
、
約
五
ア
ー

ル
︒
当
時
の
五
〇
ア
ー
ル
余
り
は
、
地
方
の
中
流
士
人
の
住
宅
と
し
て
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
適
度
な
広
さ）

（（
（

︒

 

（
田
部
井
文
雄
・
上
田
武
『
陶
淵
明
全
釈
』）

「
方
宅
」
を
宅
地
と
す
る
解
釈
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
袁
行
霈
氏
書
の
み
は
周
囲
の
園
圃
を
含
め
た
も
の
と
し
て
い
る
︒
こ
の
よ
う

な
解
釈
は
他
に
も
あ
り
、
魏
正
申
『
陶
淵
明
集
訳
注
』（
一
九
九
四
年
、
文
津
出
版
社
︒
185
頁
）
で
は
「
住
宅
の
そ
ば
に
十
畝
あ
ま
り
の
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土
地
が
あ
る
（
住
宅
的
旁
辺
有
十
多
畝
地
）」
と
訳
し
て
い
る
︒
後
述
す
る
が
、
東
晋
の
十
畝
は5165㎡

（51.65a

）
で
あ
る
︒
仮
に
正

方
形
で
あ
る
と
す
れ
ば
一
辺
が
約71.86ｍ

の
四
角
形
で
あ
り
、
確
か
に
住
居
の
み
の
面
積
と
し
て
は
広
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
︒

范
子
燁
氏
は
、『
芸
文
類
聚
』
巻
六
十
五
（
産
業
部
上
「
園
」）
に
引
く
「
雑
詩
」
が
「
方
澤
十
餘
畝
」
に
作
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目

し
、
本
来
の
テ
キ
ス
ト
で
は
「
方
澤
」
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る）

（1
（

︒
し
か
し
、
本
稿
で
は
当
時
の
「
宅
」
の
実
態
か
ら
考
え

て
、
袁
行
霈
氏
や
魏
正
申
氏
の
解
釈
に
従
う
︒

次
の
記
事
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、「
宅
」
は
住
居
の
み
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
︒

 

庾
詵
字
彥
寶
、
新
野
人
也
︒
︙
︙
十
畝
之
宅
、
山
池
居
半
︒
蔬
食
弊
衣
、
不
治
產
業
︒

 

庾
詵 

字
は
彦
宝
、
新
野
の
人
な
り
︒
︙
︙
十
畝
の
宅
、
山
池 

半
ば
を
居し

む
︒
蔬そ

食し 

弊
衣
に
し
て
、
産
業
を
治
め
ず
︒

 

（『
梁
書
』
処
士
伝
・
庾
詵
伝
）

庾
詵
の
十
畝
の
「
宅
」
は
、
そ
の
半
分
を
山
や
池
が
占
め
て
い
た
と
い
う）

（1
（

︒
お
そ
ら
く
住
居
は
「
宅
」
の
一
部
を
占
め
た
に
過
ぎ
な

い
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
記
事
は
庾
詵
の
清
貧
を
述
べ
た
例
で
あ
る
が
、
当
時
の
「
宅
」
は
、
渡
辺
信
一
郎
『
中
国
古
代
社
会
論
』（
一
九
八

六
年
、
青
木
書
店
︒
136
頁
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
蔬
菜
栽
培
を
行
う
園
圃
が
附
設
さ
れ
て
い
た
︒

陶
淵
明
の
詩
で
は
、「
新
葵
鬱
北
牖
、
嘉
穟
養
南
疇
（
新
葵 

北
牖
に
鬱
と
し
て
、
嘉
穟 

南
疇
に
養
ふ
）」（
巻
二
「
酬
劉
柴
桑
」）
の
よ

う
に
、
屋
内
か
ら
の
眺
め
と
し
て
園
圃
を
描
く
も
の
が
あ
る
︒「
葵
」
は
当
時
の
蔬
菜
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
ん
も
り
と
繁
茂

し
て
い
る
様
子
が
窓
か
ら
見
え
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
園
圃
が
住
居
に
隣
接
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る）

（1
（

︒

「
宅
」
が
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
帰
園
田
居
」
五
首 

其
一
詩
に
お
い
て
も
、
園
圃
を
含
め
て
「
宅
」
と
称
し
た

可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
︒
本
稿
で
は
、
住
居
と
園
圃
と
を
併
せ
た
面
積
が
「
十
余
畝
」
で
あ
っ
た
、
と
考
え
た
い
︒

三
、「
方
宅
十
余
畝
」
句
に
つ
い
て

六
朝
期
の
詩
文
で
住
居
に
言
及
し
た
作
品
は
、
陶
淵
明
の
他
に
も
あ
る
︒
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、「
方
宅
十
余
畝
」

と
い
う
表
現
の
特
徴
を
考
え
て
み
よ
う
︒
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
束
皙
（
二
六
一
~
三
〇
〇
）「
近
遊
賦
」
で
あ
る
︒
束
皙
は
陶
淵
明

陶
淵
明
「
帰
園
田
居
」
五
首
に
お
け
る
住
居
に
つ
い
て

43



が
特
に
親
近
感
を
持
っ
た
人
物
と
さ
れ
て
い
る）

（1
（

︒「
近
遊
賦
」
は
隠
者
の
目
を
通
じ
て
農
村
を
描
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
陶
淵
明

の
先
駆
的
作
品
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
︒

 
世
有
逸
民
、
在
乎
田
疇
︒
宅
彌
五
畝
、
志
狹
九
州
︒
安
窮
賦
於
下
里
、
寞
玄
淡
而
無
求
︒
乘
蓽
輅
之
偃
蹇
、
駕
蘭
單
之
疲
牛）
（1
（

︒

 
  

世
に
逸
民
有
り
、
田
疇
に
在
り
︒
宅
は
五
畝
に
弥わ
た

り
、
志
は
九
州
を
狭
し
と
す
︒
窮
賦
に
下
里
に
安
ん
じ
、
玄
淡
に
し
て
求

む
る
無
き
に
寞
た
り
︒
蓽
輅
の
偃
蹇
た
る
に
乗
り
、
蘭
単
の
疲
牛
に
駕
す
︒ 

（『
芸
文
類
聚
』
巻
六
十
四 

居
処
部
「
宅
舍
」）

こ
こ
で
は
、「
逸
民
」
の
宅
が
「
五
畝
」
で
あ
る
と
言
う
︒「
九
州
」
を
狭
し
と
す
る
「
志
」
と
対
比
的
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、「
五
畝
」
は
狭
小
で
あ
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
ろ
う
︒
こ
れ
を
現
在
の
メ
ー
ト
ル
法
に
換
算
す
る
前
に
、
次
の
作
品
も
見
て
み

よ
う
︒
孫
綽
（
三
一
四
？
~
三
七
一
？
）「
遂
初
賦
」
序
で
あ
る
︒

 

余
少
慕
老
莊
之
道
、
仰
其
風
流
久
矣
︒
却
感
於
陵
賢
妻
之
言
、
悵
然
悟
之
︒
乃
經
始
東
山
、
建
五
畝
之
宅
、
帶
長
阜
、
倚
茂
林
︒

孰
與
坐
華
幕
擊
鍾
鼓
者
、
同
年
而
語
其
樂
哉）
（1
（

︒

 
  

余わ

れ 

少わ
か

き
よ
り
老
荘
の
道
を
慕
ひ
、
其
の
風
流
を
仰
ぐ
こ
と
久
し
︒
却か
へ

つ
て
於
陵
の
賢
妻
の
言
に
感
じ
、
悵
然
と
し
て
こ
れ

を
悟
る
︒
乃
ち
東
山
に
経
始
し
、
五
畝
の
宅
を
建
て
、
長
阜
を
帯
び
、
茂
林
に
倚よ

る
︒
華
幕
に
坐
し
て
鍾
鼓
を
撃
つ
者
と
孰い

づ与

れ
ぞ
、
年
を
同
じ
く
し
て
其
の
楽
し
み
を
語
ら
ん
や
︒ 

（『
世
説
新
語
』
言
語
篇
84 

劉
孝
標
注
所
引
）

孫
綽
は
於
陵
子
の
妻
（『
列
女
伝
』
巻
四
）
に
感
じ
て
隠
棲
を
決
意
し
た
と
言
う
が
、
彼
も
ま
た
会
稽
（
浙
江
省
紹
興
市
）
の
東
山
に

建
て
た
住
居
を
「
五
畝
の
宅
」
と
称
し
て
い
る
︒
こ
の
一
致
は
偶
然
で
は
な
く
、
実
は
共
通
の
典
故
に
因
る
も
の
で
あ
る
︒『
孟
子
』
梁

恵
王
章
句
上
に
次
の
よ
う
に
言
う
（『
十
三
経
注
疏
』
一
九
八
五
年
、
台
湾
芸
文
印
書
館
︒
第
八
冊
、『
孟
子
注
疏
』
12
頁
）︒

 

五
畝
之
宅
、
樹
之
以
桑
、
五
十
者
可
以
衣
帛
矣
︒
雞
豚
狗
彘
之
畜
、
無
失
其
時
、
七
十
者
可
以
食
肉
矣
︒
百
畝
之
田
、
勿
奪
其

時
、
數
口
之
家
可
以
無
飢
矣
︒

 
  

五
畝
の
宅
、
こ
れ
に
樹う

う
る
に
桑
を
以
て
す
れ
ば
、
五
十
の
者 
以
て
帛
を
衣き

る
べ
し
︒
鶏
豚
狗
彘
の
畜
、
其
の
時
を
失
ふ
無

く
ん
ば
、
七
十
の
者 

以
て
肉
を
食
ふ
べ
し
︒
百
畝
の
田
、
其
の
時
を
奪
ふ
勿な

く
ん
ば
、
数
口
の
家 

以
て
飢
う
る
無
か
る
べ
し
︒

孟
子
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
は
、「
五
畝
の
宅
」「
百
畝
の
田
」
と
は
「
数
口
」
の
家
族
の
生
活
が
成
り
立
ち
得
る
住
居
お
よ
び
耕
地

の
規
模
と
さ
れ
て
い
る
︒
度
量
衡
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
頼
惟
勤
・
石
川
忠
久
訳
『
資
治
通
鑑
選
』（
中
国
古
典
文
学
大
系 

14
巻
、
一

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
一
号

44



九
七
〇
年
、
平
凡
社
）
に
附
せ
ら
れ
た
「
中
国
歴
代
度
量
衡
基
準
単
位
表
」（
494
頁
）
に
拠
る
が
、
周
（
春
秋
・
戦
国
）
に
お
け
る
一
畝

は1.427a

=142.7㎡

で
あ
り
、「
五
畝
」
は713.5㎡

と
な
る
︒

し
か
し
、
西
晋
に
お
け
る
一
畝
は458.6㎡

で
あ
り
、
東
晋
に
お
け
る
一
畝
は516.5㎡

、
十
畝
は5165㎡

で
あ
る
︒『
孟
子
』
に
倣
っ

た
「
五
畝
」
と
い
う
表
現
は
、
も
は
や
晋
代
の
実
態
と
は
乖
離
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
ち
な
み
に
、
仮
に
『
孟
子
』
の

「
五
畝
（713.5㎡
）」
の
面
積
を
東
晋
の
数
字
で
表
す
と
す
れ
ば
、「
一
二
畝
（
約1.38

畝
=713.5㎡

）」
と
な
る
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
よ
う

な
変
化
は
晋
人
も
理
解
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
泰
始
四
年
（
二
六
八
）
の
傅
玄
（
二
一
七
~
二
七
八
）「
上
疏
」
に
「
其
四
曰
、
古
以

歩
百
爲
畝
、
今
以
二
百
四
十
歩
爲
一
畝
、
所
覺
過
倍
（
其
の
四
に
曰
は
く
、
古い
に
しへ
は
歩
百
を
以
て
畝
と
為
し
、
今
は
二
百
四
十
歩
を
以

て
一
畝
と
為
す
、
覚く
ら

ぶ
る
所
は
倍
を
過
ぐ
）」（『
晋
書
』
傅
玄
伝
）
と
あ
る）

（1
（

︒
お
そ
ら
く
束
皙
や
孫
綽
も
「
五
畝
」
が
実
数
と
し
て
は
意

味
を
持
た
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
む
し
ろ
彼
ら
は
孟
子
が
説
く
「
一
応
の
生
活
が
成
り
立
つ
農
民
の
住
居
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
そ
の
意
味
で
は
観
念
的
な
住
居
の
表
現
で
あ
る
︒

と
こ
ろ
で
、
六
朝
期
の
詩
文
を
対
象
に
「
宅
」
の
大
き
さ
に
関
わ
る
表
現
を
調
査
し
た
結
果
、
束
皙
や
孫
綽
の
よ
う
に
『
孟
子
』
を

典
故
と
す
る
用
例
と
し
て
は
、
江
淹
「
与
交
友
論
隠
書
」
お
よ
び
張
充
「
与
王
倹
書
」
の
二
例
が
あ
っ
た
︒

 

望
在
五
畝
之
宅
、
半
頃
之
田
︒
鳥
赴
簷
上
、
水
匝
階
下
、
則
請
從
此
隱
、
長
謝
故
人）
（1
（

︒

 
  

望
み
は
五
畝
の
宅
、
半
頃
の
田
に
在
り
︒
鳥 
簷
上
に
赴
き
、
水 

階
下
に
匝め
ぐ

れ
ば
、
則
ち
此
の
隠
に
従
ひ
、
長
く
故
人
に
謝
せ

ん
こ
と
を
請
ふ
︒ 

（『
江
文
通
集
彙
註
』
巻
九
）

 

半
頃
之
田
、
足
以
輸
税
︒
五
畝
之
宅
、
樹
以
桑
麻
︒
嘯
歌
於
川
澤
之
間
、
諷
味
於
澠
池
之
上
、
泛
濫
於
漁
父
之
遊
、
偃
息
於
卜

居
之
下
︒
如
此
而
已
、
充
何
謝
焉）
11
（

︒

 
  

半
頃
の
田
、
以
て
税
を
輸を
さ

む
る
に
足
る
︒
五
畝
の
宅
、
樹う

う
る
に
桑
麻
を
以
て
す
︒
川
沢
の
間
に
嘯
歌
し
、
澠
池
の
上ほ
と
りに
諷

味
し
、
漁
父
の
遊
ぶ
に
泛
濫
し
、
卜
居
の
下
に
偃
息
す
︒
此か

く
の
如
き
の
み
、
充 

何
ぞ
謝
せ
ん
︒ 

（『
梁
書
』
張
充
伝
）

以
上
の
諸
例
に
よ
っ
て
、
陶
淵
明
の
前
後
の
時
代
で
は
、「
五
畝
の
宅
」
は
隠
者
の
住
居
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
常
套
的
に
用
い
ら
れ
る

表
現
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
「
帰
園
田
居
」
五
首 

其
一
詩
は
、
具
体
的
な
数
字
に
よ
っ
て
現
実
感
を
持
た
せ
な

が
ら
住
居
を
描
く
も
の
で
あ
る
︒「
十
余0

畝
」「
八
九

0

0

間
」
は
、
確
か
に
幅
の
あ
る
表
現
で
は
あ
る
が
、「
五
畝
の
宅
」
と
い
う
表
現
が
普

陶
淵
明
「
帰
園
田
居
」
五
首
に
お
け
る
住
居
に
つ
い
て
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通
に
行
わ
れ
て
い
る
中
に
置
い
て
み
れ
ば
、
や
は
り
数
値
化
し
て
表
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
作
者
の
新
し
さ
が
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い）

1（
（

︒
数
値
化
は
現
状
を
把
握
す
る
手
段
で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
次
に
「
草
屋
八
九
間
」
に
つ
い
て
も
検
討
し
よ
う
︒

四
、「
草
屋
八
九
間
」
句
に
つ
い
て

第
二
節
に
挙
げ
た
逯
欽
立
氏
書
で
は
、「
方
宅
十
余
畝
」
句
の
注
と
し
て
『
晋
書
』
良
吏
伝
・
呉
隠
之
伝
が
引
用
さ
れ
て
い
る
︒

 

歸
舟
之
日
、
裝
無
餘
資
︒
及
至
、
數
畝
小
宅
、
籬
垣
仄
陋
、
内
外
茅
屋
六
間
、
不
容
妻
子
︒
劉
裕
賜
車
牛
、
更
爲
起
宅
、
固
辭
︒

 
  

帰
舟
の
日
、
装
ふ
に 
余
資 

無
し
︒
至
る
に
及
び
、
数
畝
の
小
宅
、
籬
垣 

仄
陋
に
し
て
、
内
外
に
茅
屋
六
間
あ
り
、
妻
子
を

容
れ
ず
︒
劉
裕 

車
牛
を
賜
ひ
、
更
に
為た
め

に
宅
を
起
こ
す
も
、
固
く
辞
す
︒

呉
隠
之
は
陶
淵
明
と
ほ
ぼ
同
時
の
人
で
あ
る
が
、「
茅
屋
六
間
」
で
妻
子
を
容
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
︒「
間
」
と
は
、
木
造

建
築
に
お
い
て
四
隅
に
立
て
ら
れ
た
柱
の
内
側
の
平
面
を
指
し
、
建
築
物
を
構
成
す
る
最
小
単
位
と
な
る）

11
（

︒
朱
大
渭
ほ
か
『
魏
晋
南
北

朝
社
会
生
活
史
』（
二
〇
一
九
年
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
︒
131
頁
︒
初
版
は
一
九
九
八
年
）
に
は
、
下
級
官
僚
お
よ
び
一
般
庶
民
の
住

居
は
数
間
か
ら
十
数
間
ま
で
が
多
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒

其
一
詩
の
「
草
屋
八
九
間
」
よ
り
も
広
い
も
の
と
し
て
は
、
山
濤
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

 

左
長
史
范
晷
等
上
言
、「
濤
舊
第
屋
十
間
、
子
孫
不
相
容
」︒
帝
爲
之
立
室
︒

 
 

左
長
史
范
晷
等 

上
言
し
て
、「
濤
の
旧
第
屋
十
間
、
子
孫 

相
容
れ
ず
」
と
︒
帝 

こ
れ
が
為た
め

に
室
を
立
つ
︒

 

（『
晋
書
』
山
濤
伝
）

山
濤
の
住
居
は
「
十
間
」
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
で
も
子
孫
を
容
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
武
帝
司
馬
炎
は
「
室
」
を
建

て
た
と
い
う
︒
呉
隠
之
や
山
濤
の
記
事
は
貧
窮
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
間
の
規
模
で
あ
る
「
八
九
間
」
も
余
裕

の
あ
る
暮
ら
し
ぶ
り
を
表
す
も
の
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
、
極
端
な
貧
窮
と
も
言
え
な
い
︒
さ
ら
に
小
さ
な
住
居
に
暮
ら

す
人
々
も
存
在
し
た
た
め
で
あ
る
︒

 

太
妃
家
在
建
康
縣
界
、
家
貧
、
有
草
屋
兩
三
間
︒
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太
妃
の
家 

建
康
県
界
に
在
り
、
家 

貧
に
し
て
、
草
屋
両
三
間
有
り
︒ 

（『
宋
書
』
明
帝
陳
貴
妃
伝
）

 
除
奉
朝
請
不
就
、
兄
弟
三
人
共
處
蓬
室
一
間
、
爲
風
所
倒
、
無
以
葺
之
︒

 
  

奉
朝
請
に
除
せ
ら
る
る
も
就
か
ず
、
兄
弟
三
人 

共
に
蓬
室
一
間
に
処を

り
、
風
の
倒
す
所
と
為な

る
も
、
以
て
こ
れ
に
葺ふ

く
無
し
︒

 

（『
南
史
』
劉
瓛
伝
）

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
草
屋
八
九
間
」
は
朱
大
渭
氏
書
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
下
級
官
僚
や
一
般
庶
民
の
住
居
の
範
囲
内
に
収
ま

る
も
の
で
あ
っ
て
、
生
活
の
余
裕
や
あ
る
い
は
極
端
な
貧
窮
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
︒
だ
と
す
れ
ば
、「
方
宅
十
余

畝
」
と
同
様
、
数
字
を
具
体
的
に
提
示
す
る
こ
と
自
体
に
作
者
の
意
図
が
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
︒
少
な
く
と
も
、
類
似
し

た
表
現
が
史
書
に
散
見
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
句
が
史
書
の
書
き
ぶ
り
を
取
り
入
れ
て
実
録
ふ
う
に
描
こ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

さ
て
、「
○
屋
○
○
間
」
と
い
う
住
居
の
表
現
は
、
陶
淵
明
を
除
く
と
六
朝
期
の
詩
文
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
︒
そ
こ
で
調
査
の

範
囲
を
唐
詩
に
広
げ
て
類
似
す
る
表
現
を
捜
索
し
て
み
る
と
、
白
居
易
に
次
の
よ
う
な
三
例
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
︒

 
 

 

常
楽
里
閑
居 

偶
題
十
六
韻 

兼
寄
劉
十
五
公
輿
・
王
十
一
起
・
呂
二
炅
・
呂
四
穎
・
崔
十
八
玄
亮
・
元
九
稹
・
劉
三
十
二
敦

質
・
張
十
五
仲
方 

時
為
校
書
郎）
11
（

13 

茅
屋
四
五
間　
　

茅
屋 

四
五
間

14 

一
馬
二
僕
夫　
　

一
馬 

二
僕
夫

15 

俸
錢
萬
六
千　
　

俸
銭 

万
六
千

16 

月
給
亦
有
餘　
　

月つ
き

づ
き
給た

り
て
亦ま

た
余
り
有
り

17 

既
無
衣
食
牽　
　

既
に 

衣
食
の
牽 

無
く

18 

亦
少
人
事
拘　
　

亦ま

た 

人
事
の
拘 

少す
く
なし

19 

遂
使
少
年
心　
　

遂
に
少
年
の
心
を
し
て

20 

日
日
常
晏
如　
　

日
日 

常
に
晏
如
た
ら
し
む 

（『
白
氏
文
集
』
巻
五 

・
〇
一
七
五
）

こ
の
詩
は
、
貞
元
十
九
年
（
八
〇
三
）、
白
居
易
が
書
判
抜
萃
科
に
及
第
し
て
校
書
郎
と
な
り
、
長
安
常
楽
里
に
居
を
構
え
た
時
期

陶
淵
明
「
帰
園
田
居
」
五
首
に
お
け
る
住
居
に
つ
い
て
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に
、
劉
十
五
公
輿
以
下
の
同
僚
た
ち
に
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
︒
常
楽
里
の
住
居
は
、
も
と
も
と
宰
相
関
播
（
七
一
九
~
七
九
七
）
の
邸

宅
の
一
部
で
あ
っ
て
、
決
し
て
粗
末
な
家
で
は
な
い）

11
（

︒
作
者
は
そ
こ
に
一
頭
の
馬
と
ふ
た
り
の
下
僕
と
と
も
に
住
み
、
月
に
銭
一
万
六

千
と
い
う
充
分
な
俸
給
を
得
な
が
ら
、
の
ん
び
り
と
暮
ら
し
て
い
る
︒

 
 

西
原
晩
望

13 

故
園
汴
水
上　
　

故
園 

汴
水
の
上ほ
と
り

14 

離
亂
不
堪
去　
　

離
乱 

去
る
に
堪
へ
ず

15 

近
歲
始
移
家　
　

近
歳 

始
め
て
家
を
移
し

16 

飄
然
此
村
住　
　

飄
然
と
し
て
此
の
村
に
住
む

17 

新
屋
五
六
間　
　

新
屋 
五
六
間

18 

古
槐
八
九
樹　
　

古
槐 
八
九
樹

19 

便
是
衰
病
身　
　

便
ち
是
れ
衰
病
の
身

20 

此
生
終
老
處　
　

此
の
生 

終
老
の
処 

（『
白
氏
文
集
』
巻
十
・ 

〇
四
七
四
）

元
和
六
年
（
八
一
一
）、
白
居
易
は
母
陳
氏
の
喪
に
服
し
て
長
安
郊
外
の
下
邽
に
居
を
移
し
た
︒
こ
の
詩
は
そ
の
時
期
の
も
の
で
あ

り
、
新
た
に
建
て
ら
れ
た
「
五
六
間
」
の
住
居
と
、
そ
の
地
に
古
く
か
ら
生
え
て
い
る
「
八
九
樹
」
の
槐
と
が
対
比
的
に
描
か
れ
て
お

り
、
こ
の
村
に
新
た
に
移
住
し
て
き
た
作
者
白
居
易
は
、
こ
こ
を
終
の
棲
家
と
し
て
生
涯
を
送
る
こ
と
を
決
意
す
る
︒

 
 

題
王
処
士
郊
居

１ 

半
依
雲
渚
半
依
山　
　

半
ば
は
雲
渚
に
依
り 

半
ば
は
山
に
依
る

２ 

愛
此
令
人
不
欲
還　
　

此こ
こ

を
愛
し
て 

人
を
し
て
還
る
を
欲
せ
ざ
ら
し
む

３ 

負
郭
田
園
八
九
頃　
　

郭
を
負
ふ 

田
園 

八
九
頃

４ 

向
陽
茅
屋
兩
三
間　
　

陽み
な
みに

向
ふ 

茅
屋 

両
三
間

５ 

寒
松
縱
老
風
標
在　
　

寒
松 

縱た
と

ひ
老
ゆ
る
も 

風
標 

在
り

６ 

野
鶴
雖
飢
飲
啄
閑　
　

野
鶴 

飢
え
た
り
と
雖
も 

飲
啄 

閑
な
り
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７ 

一
臥
江
村
來
早
晚　
　

一
た
び
江
村
に
臥
し
て こ

の
か
た来 

早い
く
ば
く晩
ぞ

８ 
著
書
盈
帙
鬢
毛
斑　
　

著
書 

帙
に
盈み

ち
て 

鬢
毛 

斑ま
だ
らな
り 

（『
白
氏
文
集
』
巻
十
五
・ 

〇
八
八
六
）

こ
の
詩
は
、
王
処
士
な
る
人
物
の
郊
外
の
寓
居
に
題
し
た
も
の
で
あ
る
︒
そ
の
田
園
は
「
八
九
頃
」、
住
居
は
南
向
き
の
「
茅
屋
両
三

間
」
で
あ
る
︒「
寒
松
」「
野
鶴
」
は
王
処
士
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
り
、
老
い
て
も
風
采
が
あ
り
、
充
分
と
は
言
え
な
い
食
事
に
も
悠
然

と
し
て
い
る
︒
王
処
士
が
こ
の
村
に
仮
寓
し
て
か
ら
ど
の
く
ら
い
の
年
月
が
経
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
間
、
晴
耕
雨
読
の
学

究
的
生
活
を
送
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
︒
王
処
士
が
愛
し
て
や
ま
な
い
の
は
、
そ
う
し
た
生
活
全
般
な
の
で
あ
る
︒

以
上
の
詩
の
共
通
点
と
し
て
は
、
住
居
と
共
に
生
活
の
あ
り
よ
う
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
︒
住
居
は
生
活
の
拠
点

で
あ
る
︒
こ
れ
を
細
緻
に
描
く
こ
と
は
生
活
を
あ
り
の
ま
ま
に
写
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
︒
そ
し
て
、
そ
こ
で
の
生
活
に
何
を
思
う
か
、

た
と
え
ば
充
実
し
た
生
活
へ
の
満
足
、
新
生
活
へ
の
展
望
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
へ
の
愛
着
な
ど
、
そ
の
時
々
の
思
い
が
綴
ら
れ
る
︒
そ

こ
に
は
、
生
活
を
営
む
主
人
公
と
し
て
、
心
情
を
も
含
め
て
あ
る
が
ま
ま
の
現
実
を
描
こ
う
と
す
る
作
者
白
居
易
の
意
識
が
窺
わ
れ
る
︒

五
、「
帰
園
田
居
」
五
首
に
お
け
る
住
居

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
方
宅
十
余
畝
、
草
屋
六
七
間
」
句
も
、
新
た
に
始
ま
る
農
耕
生
活
に
対
す
る
作
者
陶
淵
明
の
心
情
を

反
映
し
た
表
現
と
言
え
そ
う
で
あ
る
︒
結
び
の
四
句
を
再
掲
し
よ
う
︒

17 

戸
庭
無
塵
雜　
　

戸
庭 

塵
雑 

無
く

18 

虛
室
有
餘
閒　
　

虚
室 

余
閒 

有
り

19 

久
在
樊
籠
裏　
　

久
し
く
樊
籠
の
裏う
ち

に
在
る
も

20 

復
得
返
自
然　
　

復
た
自
然
に
返
る
を
得
た
り 

（
巻
二 「
帰
園
田
居
」
五
首 

其
一
）

住
居
と
心
情
と
の
結
び
つ
き
と
い
う
観
点
か
ら
言
え
ば
、「
虚
室
」
が
注
目
さ
れ
る
︒
こ
の
語
は
『
荘
子
』
人
間
世
篇
に
見
え
る
︒

 

瞻
彼
闋
者
、
虛
室
生
白
︒

 
 

彼
の
闋と
ざ

せ
る
者
を
瞻み

れ
ば
、
虚
室
に
白ひ
か
りを
生
ず）

11
（

︒

陶
淵
明
「
帰
園
田
居
」
五
首
に
お
け
る
住
居
に
つ
い
て
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閉
ざ
さ
れ
た
空
虚
な
部
屋
に
射
し
込
む
光
は
鮮
明
に
映
る
︒
こ
れ
は
、
司
馬
彪
の
注
に
「
室
比
喩
心
（
室
は
心
に
比
喩
す
）」
と
あ

り
、
さ
か
し
ら
な
知
恵
を
捨
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
幸
福
が
得
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
空
虚
な
部
屋
に
よ
っ
て
喩
え
た
も
の
で
あ
る
︒

「
虚
室 
余
閒 

有
り
」
句
は
、「
戸
庭 

塵
雑 

無
く
」
句
と
対
句
を
構
成
し
て
お
り
、
表
面
的
に
は
夾
雑
物
の
な
い
部
屋
を
指
す
も
の
で

あ
ろ
う
︒
し
か
し
、「
虚
室
」
が
心
の
比
喩
で
も
あ
る
と
す
れ
ば
、
作
者
は
自
分
の
心
と
住
居
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
︒
や
は
り
住
居
は
彼
の
心
な
の
で
あ
る
︒

ま
た
、
結
句
「
久
し
く
樊
籠
の
裏う
ち

に
在
る
も
、
復
た
自
然
に
返
る
を
得
た
り
」
で
は
、
よ
う
や
く
自
分
の
求
め
る
生
活
に
入
っ
た
作

者
の
満
足
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
︒
窮
屈
な
官
僚
世
界
か
ら
脱
出
し
た
喜
び
や
新
し
い
生
活
へ
の
期
待
か
ら
、「
方
宅
十
余
畝
、
草

屋
六
七
間
」
句
以
下
の
住
環
境
の
描
写
が
生
ま
れ
た
と
見
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
︒

し
か
し
、
そ
う
し
た
喜
び
や
期
待
の
み
で
は
、
数
値
化
し
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
作
者
の
意
識
に
説
明
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒

幸
い
に
「
帰
園
田
居
」
詩
は
連
作
詩
で
あ
る
︒
そ
こ
で
次
に
、
其
二
詩
以
降
に
お
け
る
作
者
の
心
情
の
動
き
を
見
て
み
た
い
︒

１ 

野
外
罕
人
事　
　

野
外 

人
事 
罕ま
れ

に

２ 

窮
巷
寡
輪
鞅　
　

窮
巷 

輪
鞅 

寡す
く
なし

３ 

白
日
掩
荊
扉　
　

白
日 

荊
扉
を
掩お
ほ

ひ

４ 

虛
室
絶
塵
想　
　

虚
室 

塵
想
を
絶
つ

５ 

時
復
墟
曲
中　
　

時
に
復ま

た
墟
曲
の
中

６ 

披
草
共
來
往　
　

草
を
披ひ
ら

き
て
共
に
来
往
す

７ 

相
見
無
雜
言　
　

相
ひ
見
て 

雑
言 

無
く

８ 

但
道
桑
麻
長　
　

但
だ
道い

ふ 

桑
麻 

長
し
と

９ 

桑
麻
日
已
長　
　

桑
麻 

日
に
已
に
長
じ

10 

我
土
日
已
廣　
　

我
が
土 

日
に
已
に
広
し

11 

常
恐
霜
霰
至　
　

常
に
恐
る 

霜
霰
の
至
り

12 

零
落
同
草
莽　
　

零
落
し
て
草
莽
に
同
じ
き
を 

（
巻
二 「
帰
園
田
居
」
五
首 

其
二
）
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都
を
離
れ
た
農
村
で
は
、
家
々
の
間
の
路
地
に
ま
で
官
僚
連
中
の
車
馬
が
来
る
こ
と
は
な
い
︒
昼
も
な
お
柴
折
戸
を
閉
ざ
し
、
外
界

と
の
接
触
を
遮
断
し
て
い
る
︒
第
四
句
「
虚
室
」
は
、
其
一
詩
末
と
同
様
に
、
住
居
の
空
虚
な
こ
と
と
同
時
に
作
者
の
心
を
も
指
す
で

あ
ろ
う
が
、
世
俗
へ
の
思
い
を
バ
ッ
サ
リ
と
絶
ち
き
る
と
言
う
︒
其
一
詩
か
ら
引
き
続
き
、
閉
ざ
さ
れ
た
部
屋
に
籠
も
っ
て
世
俗
と
の

関
わ
り
を
絶
つ
作
者
の
姿
が
描
か
れ
る
︒

し
か
し
、
こ
こ
で
作
者
は
住
居
を
出
て
、
少
し
ず
つ
活
動
を
始
め
る
︒
彼
は
全
て
の
人
間
と
の
関
わ
り
を
絶
っ
た
の
で
は
な
い
︒
作

者
と
新
た
な
関
係
を
結
ぶ
の
は
「
墟
里
」
の
農
民
た
ち
で
あ
る
︒
彼
ら
と
は
余
計
な
こ
と
は
語
ら
ず
、
た
だ
作
物
の
生
長
の
み
を
関
心

事
と
す
る
︒
作
物
の
生
長
、
耕
地
の
拡
大
、
農
家
に
と
っ
て
は
手
応
え
を
実
感
す
る
で
き
ご
と
で
あ
ろ
う
︒
同
時
に
そ
れ
が
水
泡
に
帰

す
る
こ
と
は
、
何
よ
り
も
恐
ろ
し
く
、
常
に
頭
を
痛
め
る
悩
み
事
な
の
で
あ
る
︒

１ 

種
豆
南
山
下　
　

豆
を
種う

う 

南
山
の
下

２ 

草
盛
豆
苗
稀　
　

草 

盛
ん
に
し
て 

豆
苗 

稀ま
れ

な
り

３ 

晨
興
理
荒
穢　
　

晨あ
し
たに
興
き
て
荒
穢
を
理を
さ

め

４ 

帶
月
荷
鋤
歸　
　

月
を
帯
び
て
鋤
を
荷に
な

ひ
て
帰
る

５ 

道
狹
草
木
長　
　

道 

狭
く
し
て 

草
木 
長
じ

６ 

夕
露
霑
我
衣　
　

夕
露 

我
が
衣
を
霑う
る
ほす

７ 

衣
霑
不
足
惜　
　

衣
の
霑う
る
ほふ
は
惜
し
む
に
足
ら
ず

８ 

但
使
願
無
違　
　

但
だ
願
ひ
を
し
て
違
ふ
無
か
ら
し
め
ん 

（
巻
二 「
帰
園
田
居
」
五
首 

其
三
）

其
三
詩
に
お
い
て
も
、
作
者
の
農
耕
生
活
の
様
子
が
描
か
れ
る
︒
南
山
の
麓
に
あ
る
と
い
う
豆
畑
を
、
朝
早
く
か
ら
夜
に
な
る
ま
で

除
草
す
る
︒
そ
し
て
一
日
の
仕
事
を
終
え
る
と
、
月
明
か
り
の
下
、
鋤
を
背
負
っ
て
帰
る
︒
恐
ら
く
は
自
宅
周
辺
の
菜
園
で
は
な
く
、

や
や
離
れ
た
場
所
の
耕
地
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒
家
へ
の
道
は
狭
く
、
草
木
は
伸
び
て
い
る
︒
そ
の
草
木
に
降
り
た
露
が
衣
服
を

濡
ら
す
が
、
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
豆
が
う
ま
く
生
育
す
る
こ
と
を
ひ
た
す
ら
願
う
︒
こ
れ
も
ま
た
農
家
と
し
て
の
作
者
の
実
感
の
こ

も
っ
た
言
葉
で
あ
る
︒

「
南
山
」
と
言
え
ば
、
前
漢
の
楊
惲
（
？
~
前
五
四
）
が
想
起
さ
れ
る
︒
司
馬
遷
の
娘
を
母
に
持
つ
彼
は
、
平
通
侯
の
爵
位
を
得
て
、

陶
淵
明
「
帰
園
田
居
」
五
首
に
お
け
る
住
居
に
つ
い
て
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宣
帝
（
在
位 

前
七
四
~
前
四
八
）
に
親
近
さ
れ
た
が
、
讒
言
に
よ
っ
て
爵
位
を
失
い
、
庶
人
に
落
と
さ
れ
た
︒
そ
の
友
人
孫
会
宗
に
宛

て
た
書
簡
「
報
孫
会
宗
書
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
︒

 
 

奴
婢
歌
者
數
人
、
酒
後
耳
熱
、
仰
天
撫
缶
而
呼
嗚
嗚
︒
其
詩
曰
、「
田
彼
南
山
、
蕪
穢
不
治
︒
種
一
頃
豆
、
落
而
爲
萁
」︒
人
生

行
樂
耳
、
須
富
貴
何
時
︒
是
日
也
、
拂
衣
而
喜
、
奮
袖
低
昂
、
頓
足
起
舞
、
誠
淫
荒
無
度
、
不
知
其
不
可
也）
11
（

︒

 
  

奴
婢
の
歌
ふ
者 

数
人
、
酒
後 

耳 

熱
す
れ
ば
、
天
を
仰
ぎ
缶
を
撫う

ち
て
嗚
嗚
と
呼
ば
ふ
︒
其
の
詩
に
曰
は
く
、「
彼
の
南
山
に

田
づ
く
る
も
、
蕪
穢
に
し
て
治
ま
ら
ず
︒
一
頃
の
豆
を
種う

う
る
も
、
落
ち
て
萁
ま
め
が
らと

為
る
」
と
︒
人
生
は
行
楽
せ
ん
の
み
、
富
貴

を
須ま

つ
も
何い
づ

れ
の
時
ぞ
︒
是
の
日
や
、
衣
を
払
ひ
て
喜
び
、
袖
を
奮
ひ
て
低
昂
し
、
足
を
頓ふ

み
起
ち
て
舞
ふ
、
誠
に 

淫
荒 

度 

無
き
も
、
其
の
不
可
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
︒ 

（『
文
選
』
巻
四
十
一
）

畑
を
耕
し
て
も
荒
れ
放
題
、
豆
を
植
え
て
も
実
ら
な
い
と
は
、
宮
廷
を
追
わ
れ
た
楊
惲
の
不
平
を
代
弁
す
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
︒
農

夫
と
な
っ
た
彼
は
酒
宴
を
開
き
、
奴
婢
た
ち
に
こ
の
歌
を
唱
わ
せ
た
と
い
う
︒
し
か
し
、
こ
の
楊
惲
の
自
暴
自
棄
の
態
度
と
比
べ
て
、

其
三
詩
に
お
け
る
作
者
陶
淵
明
の
一
途
な
姿
は
、
お
よ
そ
同
日
の
談
で
は
な
い
︒

こ
こ
に
至
っ
て
は
じ
め
て
、「
方
宅
十
余
畝
、
草
屋
六
七
間
」
と
い
う
新
し
い
表
現
を
試
み
た
作
者
の
心
情
を
推
察
で
き
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
︒
今
、
作
者
陶
淵
明
は
故
郷
の
田
園
に
帰
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
煩
わ
し
い
官
僚
生
活
か
ら
の
開
放
で
あ
る
と
同

時
に
、
自
給
自
足
の
経
済
の
始
ま
り
を
意
味
す
る
︒
農
村
は
決
し
て
理
想
世
界
で
は
な
く
、
農
耕
生
活
に
は
農
耕
生
活
の
懊
悩
や
辛
苦

が
あ
る
は
ず
で
あ
る
︒
実
際
に
作
者
は
其
二
・
其
三
詩
で
実
感
を
込
め
て
述
べ
て
い
る
︒
も
は
や
実
生
活
と
か
け
離
れ
た
「
五
畝
の
宅
」

の
よ
う
な
表
現
で
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
生
活
を
描
く
こ
と
は
で
き
な
い
︒
生
活
の
拠
点
は
ど
の
程
度
の
規
模
な
の
か
、
数
値
化
し
て
ア

ウ
ト
ラ
イ
ン
（
外
形
・
輪
郭
）
を
把
握
す
る
経
済
観
念
が
必
要
で
あ
る
︒
そ
の
新
し
い
生
活
に
か
け
る
意
欲
、
自
ら
の
力
で
生
き
て
ゆ

く
と
い
う
意
志
が
、
彼
に
新
し
い
表
現
を
開
拓
さ
せ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒

さ
て
、「
帰
園
田
居
」
詩
は
こ
の
後
も
続
く
︒
今
し
ば
ら
く
、
そ
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
︒

１ 

久
去
山
澤
遊　
　

久
し
く
山
沢
の
遊
び
を
去
り

２ 

浪
莽
林
野
娛　
　

浪
莽
た
り 

林
野
の
娯
し
み

３ 

試
攜
子
姪
輩　
　

試
み
に
子
姪
の
輩
を
携
へ
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４ 

披
榛
步
荒
墟　
　

榛
を
披ひ
ら

き
て
荒
墟
に
歩
む

５ 
徘
徊
邱
壠
間　
　

徘
徊
す 

邱
壠
の
間

６ 
依
依
昔
人
居　
　

依
依
た
り 

昔
人
の
居

７ 
井
竈
有
遺
處　
　

井
竈 

遺
処 

有
り

８ 

桑
竹
殘
朽
株　
　

桑
竹 

朽
株
を
残
す

９ 

借
問
採
薪
者　
　

借
問
す 

薪
を
採
る
者
に

10 

此
人
皆
焉
如　
　
「
此
の
人 

皆み

な
焉い
づ
くに
か
如ゆ

く
」
と

11 

薪
者
向
我
言　
　

薪
者 
我
に
言
ふ

12 

死
没
無
復
餘　
　
「
死
没
し
て
復ま

た
余の
こ

る
も
の
無
し
」
と

13 

一
世
異
朝
市　
　

一
世 
朝
市
を
異
に
す

14 

此
語
眞
不
虛　
　

此
の
語 

真
に
虚
な
ら
ず

15 

人
生
似
幻
化　
　

人
生 

幻
化
に
似
た
り

16 

終
當
歸
空
無　
　

終
に
当
に
空
無
に
帰
す
べ
し 

（
巻
二 「
帰
園
田
居
」
五
首 

其
四
）

其
四
詩
で
は
、
山
野
へ
の
行
楽
が
描
か
れ
る
︒
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
、「
榛
」
す
な
わ
ち
雑
木
林
を
か
き
わ
け
て
ゆ
く
と
、
廃
墟
と

な
っ
た
住
居
を
発
見
す
る
︒
昔
、
人
々
が
住
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
家
は
も
は
や
崩
れ
か
か
っ
て
お
り
、
井
戸
や
竈
の
み
が
遺
構
と
し
て

残
っ
て
い
る）

11
（

︒
桑
や
竹
の
根
株
も
朽
ち
果
て
て
い
る
︒
そ
れ
ら
は
か
つ
て
こ
こ
で
営
ま
れ
て
い
た
生
活
の
痕
跡
で
あ
る
︒
薪
を
採
る
木

樵
に
「
こ
こ
の
人
々
は
ど
こ
に
」
と
尋
ね
て
み
る
と
、「
死
ん
で
し
ま
っ
て
誰
も
い
な
い
さ
」
と
答
え
る）

11
（

︒

「
帰
園
田
居
」
詩
に
は
、
こ
こ
ま
で
農
耕
生
活
の
様
子
が
描
か
れ
て
き
た
︒
そ
こ
に
は
も
ち
ろ
ん
充
実
も
あ
る
が
、
同
時
に
懊
悩
も
あ

る
︒
そ
の
よ
う
な
心
の
動
き
を
綴
っ
て
き
た
作
者
に
、
こ
こ
で
ま
た
ひ
と
つ
大
き
な
揺
さ
ぶ
り
が
か
け
ら
れ
る
︒
作
者
は
、
こ
の
廃
墟

と
な
っ
た
住
居
に
新
生
活
の
未
来
の
姿
を
見
出
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
︒「
一
世 

朝
市
を
異
に
す
」
と
い
う
古
諺
に
「
此
の

語 

真
に
虚
な
ら
ず
」
と
同
意
し
、「
人
生 

幻
化
に
似
た
り
、
終
に
当
に
空
無
に
帰
す
べ
し
」
と
い
う
嘆
き
を
発
す
る
の
で
あ
る
︒

１ 

悵
恨
獨
策
還　
　

悵
恨
し
て
独
り
策つ
ゑ

つ
き
て
還
り

陶
淵
明
「
帰
園
田
居
」
五
首
に
お
け
る
住
居
に
つ
い
て

53



２ 

崎
嶇
歷
榛
曲　
　

崎
嶇
と
し
て
榛
曲
を
歴へ

た
り

３ 
山
澗
清
且
淺　
　

山
澗 

清
く
且
つ
浅
く

４ 
可
以
濯
吾
足　
　

以
て
吾
が
足
を
濯あ
ら

ふ
べ
し

５ 
漉
我
新
熟
酒　
　

我
が
新
た
に
熟
せ
る
酒
を
濾こ

し

６ 

隻
鷄
招
近
局　
　

隻
鶏
も
て
近
局
を
招
く

７ 

日
入
室
中
闇　
　

日 

入
り
て 

室
中 

く
ら闇
く

８ 

荊
薪
代
明
燭　
　

荊
薪
も
て
明
燭
に
代
ふ

９ 

歡
來
苦
夕
短　
　

歓よ
ろ
こ来
び
て
夕ゆ
ふ
べの
短
き
に
苦
し
み

10 

已
復
至
天
旭　
　

已
に
復ま

た
天
旭
に
至
る 

（
巻
二 「
帰
園
田
居
」
五
首 

其
五
）

「
悵
恨
」
は
、
未
来
を
垣
間
見
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
失
意
の
念
で
あ
ろ
う
︒
彼
は
か
き
わ
け
た
「
榛
」
を
再
び
通
っ
て
我
が

家
に
戻
っ
て
く
る
︒
こ
の
詩
は
其
四
詩
か
ら
の
内
容
的
つ
な
が
り
を
保
っ
て
い
る
の
で
あ
る）

11
（

︒
や
が
て
近
隣
の
人
々
を
集
め
た
夕
食
が

始
ま
る
︒
醸
し
た
ば
か
り
の
酒
を
濾
し
、
鶏
を
つ
ぶ
し
て
ご
ち
そ
う
と
す
る
︒
日
が
沈
む
と
屋
内
も
暗
闇
と
な
る
が
、
高
価
な
油
を
用

い
る
灯
燭
は
な
く
、「
荊
薪
」
の
炎
が
唯
一
の
明
か
り
と
な
る
︒「
薪
」
と
言
え
ば
其
四
詩
に
お
い
て
「
死
没
し
て
復ま

た
余の
こ

る
も
の
無
し
」

と
告
げ
た
「
採
薪
者
」
が
連
想
さ
れ
る
︒
ま
た
、
通
常
「
荊
薪
」
が
焚
か
れ
る
の
は
竈
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
も
「
昔
人
居
」
に
お
け
る

「
井
竈
」
の
跡
を
思
わ
せ
る
︒
楽
し
い
夕
餉
の
場
面
で
あ
る
が
、
作
者
に
と
っ
て
は
単
な
る
「
歓よ
ろ
こ
び来
」
で
は
な
く
、「
悵
恨
」
を
抱
え
た

上
で
の
「
歓よ
ろ
こ
び来

」
な
の
で
あ
る
︒

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
明
か
り
が
照
ら
す
屋
内
の
何
と
あ
た
た
か
な
こ
と
か
︒
作
者
の
苦
し
み
や
悲
し
み
は
決
し
て
解
消
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
が
、
た
と
え
一
時
的
に
せ
よ
、
お
そ
ら
く
彼
は
そ
の
団
欒
に
慰
め
ら
れ
、
時
間
が
過
ぎ
る
こ
と
を
惜
し
ん
だ
で
あ
ろ
う）

11
（

︒
か

く
し
て
夜
が
明
け
る
ま
で
宴
は
続
き
、
や
が
て
明
日
を
迎
え
る
、
と
い
う
形
で
こ
の
連
作
詩
は
締
め
く
く
ら
れ
る
︒

「
帰
園
田
居
」
詩
は
連
作
詩
で
あ
る
た
め
か
、
や
や
も
す
れ
ば
農
耕
生
活
の
様
々
な
一
齣
を
断
片
的
に
描
い
た
作
品
と
捉
え
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
︒
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
そ
こ
に
は
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
一
続
き
と
な
っ
て
い
る
心
の
遍
歴
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
︒
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「
方
宅
十
余
畝
、
草
屋
六
七
間
」
句
は
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
官
界
か
ら
解
放
さ
れ
た
喜
び
や
新
生
活
へ
の
期
待
を
込
め
て
詠
じ
ら
れ

た
も
の
と
見
て
よ
い
︒
し
か
し
、
そ
れ
の
み
で
は
理
解
と
し
て
は
不
充
分
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
農
村
で
生
き
て
ゆ
く
と
い
う
作

者
の
強
い
意
志
こ
そ
が
、
こ
の
新
し
い
表
現
を
生
む
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
の
み
な
ら
ず
、
農
耕
に
つ
き
ま
と
う
不
安
や

辛
苦
に
耐
え
る
作
者
の
姿
（
其
二
・
其
三
）
も
、
や
は
り
農
村
で
生
き
る
意
志
を
抜
き
に
し
て
は
理
解
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
、

未
来
へ
の
幻
滅
に
よ
っ
て
打
ち
ひ
し
が
れ
た
作
者
（
其
四
）
が
、
其
五
詩
の
団
欒
に
よ
っ
て
取
り
戻
し
た
も
の
も
、
こ
こ
で
生
き
て
ゆ

く
と
い
う
意
志
に
違
い
あ
る
ま
い
︒
本
稿
は
「
方
宅
十
余
畝
、
草
屋
六
七
間
」
句
の
解
明
を
目
的
と
し
て
出
発
し
た
が
、
結
果
的
に
「
帰

園
田
居
」
五
首
全
体
を
理
解
す
る
た
め
の
関
鍵
を
握
っ
た
と
言
え
よ
う
︒

注

（
１
）  

増
野
弘
幸
「
陶
淵
明
に
お
け
る
庭
の
表
現
に
つ
い
て
」（『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
35
号
、
二
〇
〇
二
年
）、
同
氏
「
陶
淵
明
に
お
け
る

家
の
意
味
に
つ
い
て
」（『
大
妻
国
文
』
36
号
、
二
〇
〇
五
年
）、
同
氏
「
陶
淵
明
に
お
け
る
柳
の
意
味
に
つ
い
て
」（『
石
川
忠
久
先
生
星
寿

記
念
論
文
集 

菊
を
採
る
東
籬
の
下
』
二
〇
二
一
年
、
汲
古
書
院
︒
73
~
94
頁
）︒
ま
た
、
中
尾
健
一
郎
「
陶
淵
明
居
宅
考
」（『
梅
光
学
院

大
学
論
集
』
42
号
、
二
〇
〇
九
年
）、
下
定
雅
弘
『
陶
淵
明
と
白
楽
天 

生
き
る
喜
び
を
う
た
い
続
け
た
詩
人
』（
角
川
選
書
508
、
二
〇
一
二

年
、
角
川
学
芸
出
版
︒
94
~
116
頁
）
に
お
い
て
も
、
理
想
的
空
間
の
表
出
と
い
う
方
向
か
ら
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
る
︒
中
国
に
お
い
て

も
、
彭
暁
芸
「
詩
人
は
い
か
に
し
て
『
住
ま
う
』
か
―
陶
淵
明
の
詩
的
住
居
に
つ
い
て
の
試
論
（
詩
人
何
以
『
居
』
？
―
試
論
陶
淵

明
的
詩
意
棲
居
）」（『
仏
山
科
学
技
術
学
院
学
報 

社
会
科
学
版
』
二
〇
〇
六
年
二
期
）、
張
虎
昇
「
詩
的
住
居
―
生
活
詩
人
陶
淵
明
を
論

ず
（
詩
意
的
棲
居
―
説
生
態
詩
人
陶
淵
明
）」（『
写
作
』
二
〇
〇
六
年
十
五
期
）
以
降
、
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
︒

（
２
）  

本
稿
で
は
、
陶
澍
注 

戚
煥
塤
校
『
靖
節
先
生
集
』
十
巻
（
一
九
五
六
年
、
文
学
古
籍
刊
行
社
）
を
底
本
と
す
る
︒

（
３
）  

編
年
は
、
逯
欽
立
「
陶
淵
明
事
迹
詩
文
繋
年
」（
同
氏
『
陶
淵
明
集
』
二
〇
〇
八
年
、
中
華
書
局
︒
216
頁
︒
初
版
は
一
九
七
九
年
）
に
従

う
︒
以
下
、
参
考
文
献
は
新
し
い
刊
行
年
の
も
の
を
参
照
し
、
引
用
頁
も
そ
れ
に
拠
る
も
の
と
す
る
︒

（
４
）  

方
宅
十
余
畝
、
謂
宅
地
較
寛
︒『
晋
書
』
呉
隠
之
伝
「
数
畝
小
宅
、
内
外
茅
屋
六
間
」︒
晋
畝
較
現
在
小
︒
注
（
３
）
所
掲
の
逯
欽
立
『
陶

陶
淵
明
「
帰
園
田
居
」
五
首
に
お
け
る
住
居
に
つ
い
て
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淵
明
集
』
41
頁
︒

（
５
）  

方
宅
、
方
形
的
住
宅
︒
這
句
説
住
宅
占
地
面
積
有
十
余
畝
︒
按
、
晋
時
一
畝
的
面
積
没
有
今
天
的
一
畝
大
︒
唐
満
先
『
陶
淵
明
集
浅
注
』

（
一
九
八
五
年
、
江
西
人
民
出
版
社
︒
55
頁
）︒

（
６
）  
方
、
方
円
︒
這
句
説
、
宅
地
寛
闊
、
共
有
十
多
畝
︒
孫
鈞
錫
『
陶
淵
明
集
校
注
』（
一
九
八
六
年
、
中
州
古
籍
出
版
社
︒
42
頁
）︒

（
７
）  

上
句
言
宅
屋
周
囲
之
園
、
下
句
言
宅
屋
︒
方
、
方
円
、
周
囲
︒
袁
行
霈
『
陶
淵
明
箋
注
』（
二
〇
〇
三
年
、
中
華
書
局
︒
80
頁
）︒

（
８
）  

斯
波
六
郎
『
陶
淵
明
詩
訳
注
』（
一
九
八
一
年
、
北
九
州
中
国
書
店
︒
181
頁
︒
初
版
は
一
九
五
一
年
、
東
門
書
房
）︒

（
９
）  

一
海
知
義
『
陶
淵
明
』（
世
界
古
典
文
学
全
集
、
一
九
六
八
年
、
筑
摩
書
房
︒
40
頁
）︒
な
お
、『
詩
経
』
魏
風
「
十
畝
之
間
」
詩
の
鄭
箋

は
周
代
の
井
田
を
想
定
し
た
解
釈
と
思
わ
れ
る
が
、「
百
畝
」
は
田
地
の
意
で
あ
ろ
う
︒

（
10
）  

都
留
春
雄
・
釜
谷
武
志
『
陶
淵
明
』（
鑑
賞 

中
国
の
古
典 

13
巻
、
一
九
八
八
年
、
角
川
書
店
︒
106
頁
）

（
11
）  

田
部
井
文
雄
・
上
田
武
『
陶
淵
明
全
釈
』（
二
〇
〇
一
年
、
明
治
書
院
︒
76
頁
）︒

（
12
）  

「
詩
的
住
居
と
静
か
な
情
熱
―
陶
淵
明
『
帰
園
田
居
』
五
首
の
復
元
と
解
釈
（
詩
意
地
棲
居
与
沈
静
的
激
情
―
対
陶
淵
明
『
帰
園
田

居
』
五
首
的
還
原
闡
釈
）」（『
文
学
遺
産
』
二
〇
一
一
年
五
期
）︒「
方
沢
」
は
広
大
な
湖
沼
の
意
で
あ
る
︒
范
氏
は
「
湖
田
（
湖
辺
に
開
い

た
水
田
）」
の
意
で
用
い
た
と
す
る
が
、
十
畝
（5165㎡

）
あ
ま
り
の
田
地
（「
湖
田
」）
を
「
方
沢
」
と
称
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
︒

（
13
）  

「
居
」
は
占
め
る
意
で
あ
る
︒「
得
百
年
者
千
無
一
焉
︒
設
有
一
者
、
孩
抱
以
逮
昏
老
、
幾
居
其
半
矣
（
百
年
を
得
る
者
は
千
に
一
無
し
︒

設た
と

ひ
一
者
有
る
も
、
孩
抱
よ
り
以
て
昏
老
に
逮お

よ

ぶ
ま
で
、
幾ほ

と
んど
其
の
半
ば
を
居し

む
）」（『
列
子
』
楊
朱
）、「
仲
尼
門
徒
升
堂
者
七
十
有
二
、

顏
氏
居
八
人
焉
（
仲
尼
の
門
徒
の
堂
に
升
る
者 

七
十
有
二
、
顔
氏 

八
人
を
居し

む
）」（『
顔
氏
家
訓
』
誡
兵
）
と
同
じ
用
法
で
あ
る
︒

（
14
）  

注
（
３
）
所
掲
の
逯
欽
立
『
陶
淵
明
集
』
は
「
北
墉
」
に
作
る
︒
そ
の
場
合
は
北
側
の
垣
根
の
意
に
な
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
住
居

に
隣
接
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
な
お
、
こ
の
詩
は
同
氏
「
陶
淵
明
事
迹
詩
文
繋
年
」
で
は
、
義
熙
五
年
（
四
〇
九
）、「
園
田
居
」
在

住
時
の
作
と
さ
れ
る
（
217
頁
）︒

（
15
）  

束
皙
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
上
田
武
「
陶
淵
明
と
束
皙
」（『
新
し
い
漢
文
教
育
』
十
九
号
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
︒

（
16
）  

汪
紹
楹
校
『
芸
文
類
聚
』（
一
九
九
九
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
︒
初
版
は
一
九
六
五
年
）
を
底
本
と
す
る
︒
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（
17
）  

余
嘉
錫
『
世
説
新
語
箋
疏
』（
一
九
八
三
年
、
中
華
書
局
）
を
底
本
と
し
、
篇
題
下
の
番
号
も
同
書
に
基
づ
い
た
︒

（
18
）  

東
晋
の
一
歩
は1.467ｍ

で
あ
り
、
古
法
（
一
〇
〇
平
方
歩
）
で
は
一
畝
=215.2㎡

、
今
法
（
二
四
〇
平
方
歩
）
で
は
一
畝
=516.5㎡

と
な
る
︒

（
19
）  
李
長
路
・
趙
威
点
校
『
江
文
通
集
彙
注
』（
一
九
九
九
年
、
中
華
書
局
︒
初
版
は
一
九
八
四
年
）
を
底
本
と
す
る
︒

（
20
）  

盧
振
華
点
校
『
梁
書
』（
一
九
九
七
年
、
中
華
書
局
︒
初
版
は
一
九
七
三
年
）
を
底
本
と
す
る
︒

（
21
）  

王
国
梁
「
詩
的
住
居
―
陶
淵
明
が
描
く
廬
の
含
意
の
分
析
（
詩
意
的
棲
居
―
浅
析
陶
淵
明
筆
下
廬
的
意
蘊
）」（『
剣
南
文
学
』
二
〇

一
三
年
一
期
）
で
は
「
不
正
確
な
数
字
（
不
准
確
的
数
字
）」
と
し
た
上
で
、
そ
こ
に
陶
淵
明
の
自
由
さ
を
見
出
そ
う
と
す
る
︒
し
か
し
、

筆
者
は
「
五
畝
の
宅
」
と
の
比
較
か
ら
、
作
者
の
現
実
的
な
生
活
感
覚
の
表
出
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
︒

（
22
）  

陸
錫
興
主
編
『
中
国
古
代
器
物
大
詞
典
・
建
築
』（
二
〇
〇
七
年
、
河
北
教
育
出
版
社
︒「
間
」
の
項
、
222
頁
）
を
参
照
︒
な
お
、「
間
」

を
「
部
屋
」
の
意
と
す
る
注
釈
も
多
い
が
、
本
稿
で
は
採
ら
な
い
︒

（
23
）  

朱
金
城
箋
校
『
白
居
易
集
箋
校
』（
二
〇
〇
三
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
︒
初
版
は
一
九
八
八
年
）
を
底
本
と
し
、
作
品
番
号
は
花
房
英
樹

『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』（
一
九
七
四
年
、
朋
友
書
店
︒
初
版
は
一
九
六
〇
年
）
に
基
づ
い
た
︒
訳
注
と
し
て
岡
村
繁
『
白
氏
文
集
』

（
新
釈
漢
文
大
系
︒
二
上
、
二
宮
俊
博
氏
担
当
、
二
下
、
柳
川
順
子
氏
担
当
、
と
も
に
二
〇
〇
七
年
︒
三
、
竹
村
則
行
氏
担
当
、
一
九
八
八

年
、
明
治
書
院
）
を
参
照
︒
紙
幅
の
都
合
上
、
必
要
な
箇
所
の
み
を
挙
げ
る
︒

（
24
）  

「
養
竹
記
」（『
白
氏
文
集
』
巻
四
十
三
・
一
四
七
四
）
に
「
始
於
長
安
求
假
居
處
、
得
常
樂
里
故
關
相
國
私
第
之
東
亭
而
處
之
（
始
め
長

安
に
仮
居
の
処
を
求
め
、
常
楽
里
の
故
関
相
国
の
私
第
の
東
亭
を
得
て
こ
れ
に
処を

る
）」
と
あ
る
︒

（
25
）  

こ
こ
で
は
福
永
光
司
『
荘
子 

内
篇
』（
新
訂
中
国
古
典
選 
第
７
巻
、
一
九
六
六
年
、
朝
日
新
聞
社
︒
149
頁
）
に
従
っ
て
「
白
」
を
「
ひ

か
り
」
と
訓
じ
た
︒
崔
譔
注
に
「
白
者
日
光
所
照
也
（
白
は
日
光
の
照
ら
す
所
な
り
）」
と
あ
る
︒
本
文
は
『
続
古
逸
叢
書
』（
二
〇
〇
一

年
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
）
所
収
本
を
底
本
と
す
る
︒

（
26
）  

『
文
選
』（
一
九
九
四
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
︒
初
版
は
一
九
八
六
年
）
を
底
本
と
す
る
︒

（
27
）  

こ
の
時
代
の
竈
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
浅
川
滋
男
『
住
ま
い
の
民
俗
建
築
学 
江
南
漢
族
と
華
南
少
数
民
族
の
住
居
論
』（
一
九
九
四
年
、

建
築
資
料
研
究
社
︒
142
~
143
頁
）
を
参
照
︒

陶
淵
明
「
帰
園
田
居
」
五
首
に
お
け
る
住
居
に
つ
い
て
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（
28
）  

木
樵
な
ど
の
山
に
入
っ
て
薪
を
採
る
こ
と
を
業
と
す
る
人
々
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
塚
本
信
也
「
芻
蕘
の
諸
相
」（『
東
北
大
学
中

国
語
学
文
学
論
集
』
16
号
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
︒

（
29
）  
こ
の
部
分
も
含
め
て
「
帰
園
田
詩
」
五
首
に
お
け
る
内
容
の
連
続
性
に
つ
い
て
は
、
注
（
10
）
所
掲
の
都
留
春
雄
・
釜
谷
武
志
『
陶
淵

明
』（
105
~
120
頁
）
に
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
本
稿
執
筆
に
当
た
っ
て
参
考
に
し
た
︒

（
30
）  

其
一
詩
第
18
句
「
虚
室
」
の
出
典
で
あ
る
『
荘
子
』
人
間
世
篇
に
お
い
て
、「
白ひ

か
り」
は
幸
福
を
比
喩
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
想
起
さ

れ
る
︒ 中
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